
復習シート   ハイレベル生物①  ４回目 

 

第 22問 細胞膜の物質輸送 

細胞膜の物質輸送に関する次の文章中を読んで、下の各問に答えよ。 

 

 細胞膜は物質によって透過性が異なるが、この性質を( ア )という。( ア )によって

物質が透過する場合、①( イ )・②( ウ )に分けられる。( イ )は基本的には拡散で、

物質が高濃度側から低濃度側へ濃度勾配に従って移動するものなのでエネルギーを必要と

しない。( ウ )は濃度勾配に逆らってでも物質を移動させるためにエネルギーを必要とす

る。 

 

問１ 上の文章中の空欄(ア～ウ)に適する語句を入れよ。 

 

問２ 下線部①は次の３つに分けられる。空欄(エ～コ)に適語・物質名を入れよ。 

 １．単純拡散(リン脂質二重層のすり抜け) 

  →( エ )のない物質：O2・CO2・( オ )・( カ ) 

２．仲介拡散(担体(＝輸送体))による 

 →( キ )・( ク ) 

３．チャネルによる 

  →( エ )のある物質：( ケ )・各種( コ ) 

 

問３ 下線部②を説明した次の文章中の空欄(サ～セ)に適する語句を入れよ。 

 

  ナトリウムポンプなど、多くは( サ )のエネルギーを使うものが多いが、( シ )系

の( ス )の輸送などは( サ )のエネルギーを使わず、( セ )が移動するときのエネ

ルギーを用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第 22問 細胞膜の物質輸送 

問１ 

ア‐選択的透過性  イ‐受動輸送  ウ‐能動輸送 

問２ 

エ‐極性  オ・カ‐脂肪・ステロイド  キ・ク‐グルコース・アミノ酸ケ‐H2O(水)  

コ‐イオン 

問３ 

サ‐ＡＴＰ  シ‐電子伝達  ス‐H＋  セ‐e－(電子) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 23問 生体膜 

問１ 細胞膜とそれが起源となった膜を生体膜という。次の①～⑪のうち、一重生体膜のも

の・二重生体膜のものをそれぞれ選び出せ。 

 

①細胞膜     ②中心体    ③チラコイド  ④ミトコンドリア    

⑤リボソーム   ⑥小胞体    ⑦液胞     ⑧ゴルジ体    

⑨リソソーム   ⑩核      ⑪葉緑体         

 

問２ 問１で選ばなかった構造は膜構造ではない。では何構造と表現すれば 

いいか。 

 

問３ 次の図は生体膜の模式図である。これに関する下の各設問に答えよ。 

   

         エ 

 

                オ 

 

                カ 

     

 

(ア)            (イ)             (ウ) 

 

設問(１) ア・イ・ウの構造を構成する物質名をそれぞれ答えよ。 

設問(２) 次はイの構造の役割の例である。空欄(キ～コ)に適語を入れよ。 

  １．各種( キ ) 

２．各種( ク )の( ケ ) 

３．グルコースなどの( コ ) 

設問(３)  次はウの構造の役割の例である。空欄(サ・シ)に適語を入れよ。 

  １．(   サ   ) 

２．(   シ   ) 

３．アクアポリン(＝水チャネル) 

設問(４) エ・オ・カそれぞれの性質を答えよ。 

設問(５) チャネル・担体・ポンプの違いを説明した文章の空欄に適語を入れよ。 

     チャネルと担体は( ス )に関与し、( セ )を必要としない。ポンプは 

( ソ )に関与し、( セ )を必要とする。 

 



【解答】第 23問 

問１ 

一重膜：①③⑥⑦⑧⑨ 

二重膜：④⑩⑪ 

問２ 

粒子構造 

問３ 

設問(１) 

ア：リン脂質  イ：タンパク質  ウ：タンパク質 

設問(２) 

キ‐ポンプ  ク‐ホルモン  ケ‐受容体  コ‐担体(輸送体) 

設問(３) 

サ・シ‐Na＋チャネル・K＋チャネル 

設問(４) 

エ‐親水性  オ‐疎水性  カ‐親水性 

設問(５) 

ス‐受動輸送 セ‐エネルギー ソ‐能動輸送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２４問 水の移動方向 

問１ 次の文章中の空欄(ア～エ)に適する語句を入れよ。 

 

物質は高濃度側から低濃度側へ移動するが、この現象を( ア )という。例えば、スク

ロース水溶液と水を接しさせると、スクロース分子が水の側へ( ア )する。ところで、

( ア )するのはスクロースのような( イ )分子だけではなく、( ウ )分子である水

分子も同じである。水分子も、水分子が多い側から少ない側へ移動する。つまりこの場合、

水分子は( エ )側へ( ア )することになる。 

 

問２ 濃度(浸透圧)に関する次の文章の空欄(ア～ウ)に適する語句を入れよ。 

   

２つの水溶液を比べたとき、濃度が高い(＝浸透圧が高い)方の液体を( ア )液、低

い方の液体を( イ )液という。また、濃度(浸透圧)が同じであれば( ウ )液という。 

 

問３ 細胞とスクロース水溶液に関する次の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

細胞をスクロース溶液につけた場合、細胞内溶液の方が( ア )であれば、細胞内か

ら細胞外へ水が出ていく。このとき細胞内の水が減るため、細胞内濃度(細胞内浸透圧)

が( イ )くなり、また細胞外のスクロース水溶液は細胞から出てきた水によって濃度

(浸透圧)が( ウ )なっていく。やがて細胞内と細胞外の濃度(浸透圧)が等しくなるた

め水の移動は停止する。 

 

問４ 次の各設問(１～３)にそれぞれ答えよ。 

 

設問(１) 赤血球を低濃度のスクロース水溶液に浸けると、何と呼ばれる現象が起こるか。 

 設問(２) 植物細胞を高濃度のスクロース水溶液に浸けると、細胞壁と細胞膜が分離する 

現象がみられる。この現象の名称を答えよ。 

 設問(３) 植物細胞を低濃度のスクロース水溶液に浸けると、細胞が膨らんで細胞壁を押 

し広げようとする圧力が生じる。この圧力の名称を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第２４問 水の移動方向 

問１ 

ア‐拡散 イ‐溶質 ウ‐溶媒 エ‐スクロース溶液 

問２ 

ア‐高張  イ‐低調  ウ‐等張 

問３ 

ア‐低濃度(低張)  イ‐高  ウ‐低く 

問４ 

設問(１) 溶血 

設問(２) 原形質分離(細胞質分離) 

設問(３) 膨圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２５問 アミノ酸 

アミノ酸に関する文章を呼んで、下の各問いに答えよ。 

 

タンパク質を構成するアミノ酸を基本アミノ酸といい、この基本アミノ酸には( ア )

種類ある。どのアミノ酸も基本的には「－NH2」で表される( イ )、「－ＣＯＯＨ」で

表される( ウ )、「－Ｒ」で表される( エ )、そして「－Ｈ」で表される水素鎖からな

る。 

２つのアミノ酸の( イ )と( ウ )の部分で生じる脱水結合を特に( オ )結合と

いい、複数のアミノ酸どうしが( オ )結合でつながり合った物質を( カ )という。そ

して、( カ )のうち、生物体に何らかの作用を示すものを特に( キ )という。なお、

( カ )の( イ )で終わっている側の末端を( ク )、( ウ )で終わっている側の末

端を( ケ )という。 

 

問１ 上の文章中の空欄(ア～ケ)に適する語句を入れよ。 

 

問２ 上の文章中の「－Ｒ」で表される部分が「－Ｈ」であるアミノ酸、「－ＣＨ3」である

アミノ酸の名称をそれぞれ答えよ。 

 

問３ 必須アミノ酸とは何かを説明せよ。また、人間の場合が何種類あるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第２５問 アミノ酸 

問１ 

ア‐２０  イ‐アミノ基  ウ‐カルボキシ基  エ‐側鎖  オ‐ペプチド 

カ‐ポリペプチド  キ‐タンパク質  ク‐Ｎ末端  ケ‐Ｃ末端  

問２ 

「－Ｈ」・・・グリシン 

「－ＣＨ3」・・・アラニン 

問３ 

体内で合成できないアミノ酸。９種類。 

 

☆必須アミノ酸について 

動物は無機物からアミノ酸を合成できないので、どんなアミノ酸であれ体内で合成する

ことはできない。したがって、「体内で合成できないアミノ酸」を必須アミノ酸の説明とす

るのは本当はよくない。アミノ酸は、側鎖を換えればさまざまなアミノ酸に変換できる。が、

「その変換によって体内でつくり出せないアミノ酸」を必須アミノ酸というのである。しか

し、なんの断りもなければ、解答欄には「体内で合成できないアミノ酸」と書いてよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２６問 タンパク質 

 

問 次の文章中の空欄(ア～ト)に適する語句を入れよ。 

 

ポリペプチド鎖内で、２０種類のアミノ酸がいくつどういう順で並んでいるかを( ア )

構造という。また、( イ )結合によって生じる、ポリペプチド鎖内の部分的な( ウ )構

造を( エ )構造といい、これには( オ )構造・( カ )構造がある。 

また、アミノ酸である( キ )には「－ＳＨ」があり、２個の( キ )が接近すると、こ

の「－ＳＨ」どうしの部分で「－Ｓ－Ｓ－」の結合が生じる。この結合を( ク )結合とい

い、これによって二本のポリペプチドが( ケ )されたり、一本のポリペプチドに折れ曲が

りが生じたりする。 

( エ )構造・( ク )結合・( コ )結合などによってできる、ポリペプチド全体の

( ウ )構造を( サ )構造という。 

 複数の( サ )構造が集まって機能するような構造を( シ )構造という。例えば、ヘモ

グロビンは( ス )個の三次構造が集まってできていて、これら４個が集まって初めて酸素

の運搬という機能を果たすようになる。なお、( シ )構造を構成する( サ )構造１つ１

つを( セ )と表現することがある。つまり「ヘモグロビンは( ス )個の( セ )からな

る」とも表現できる。ちなみに( ソ )は、大小２個の( セ )からなる。 

 ポリペプチドを( タ )・( チ )・( ツ )にさらすと、( イ )結合などが切れ

( テ )を起こす。なお、( ト )構造は、この( テ )によって変化しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第２６問 タンパク質 

 

ア‐一次  イ‐水素  ウ‐立体  エ‐二次  オ・カ‐αへリックス・βシート 

キ‐システイン  ク‐ジスルフィド  ケ‐架橋  コ‐疎水   

サ‐三次  シ‐四次  ス‐４  セ‐サブユニット  ソ‐リボソーム 

タ・チ・ツ‐高温・強酸・強アルカリ  テ‐変性  ト‐一次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


